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高知県から得られたウミヘビ科サンゴミミズアナゴの追加記録

饗場空璃 1・橘　皆希 1・遠藤広光 1

A single specimen (166.3 mm in total length) of Scolecenche-
lys iredalei (Whitley, 1927) (Ophichthidae: Myrophinae) was 
newly recorded from Kashiwa-jima island, Kochi Prefecture, 
Japan. This species is widely distributed in the Indo-West Pacif-
ic, but was previously recorded only from Mie and Kagoshima 
(Tanega-shima and Mage-shima islands) prefectures in Japanese 
waters. Hence, the present specimen represents the first record of 
S. iredalei from Kochi Prefecture and the third Japanese locality 
of the species.
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 Abstract

ウミヘビ科ニンギョウアナゴ亜科（Ophichthidae: 

Myrophinae）のミミズアナゴ属 Scolecenchelys Ogilby, 1897

は，体が細長く後方では側扁する，前鼻孔が管状，後鼻

孔が口の内側に開口し外側が皮弁で覆われる，両顎歯が

通常尖った 1–2列の円錐歯からなる，上顎間歯が広い歯

帯を形成しない，鰓孔が側中線位置し，開口部が小さ

い，眼下感覚孔のうち，2個が前鼻孔と後鼻孔の間に位

置する，背鰭および臀鰭が尾鰭と連続する，尾端部の尾

鰭が明瞭，胸鰭をもたないことにより特徴づけられる

（McCosker, 2022）．本属は全世界から 19有効種が知られ，

背鰭起部が肛門中央より前方に位置する Scolecenchelys 

macroptera種群（9種）と背鰭起部が肛門中央より後方

に位置する Scolecenchelys gymnota種群（10種）に大別さ

れ る（McCosker et al., 2012; Hibino et al., 2012; Hibino and 

Kimura, 2015）．このうち，日本国内から報告のある本属 7

種は，クリミミズアナゴ Scolecenchelys macroptera (Bleeker, 

1857)とツマグロミミズアナゴ Scolecenchelys fuscapenis 

McCosker, Ide and Endo, 2012 が前者に，ミミズアナゴ

Scolecenchelys gymnota (Bleeker, 1857)，フトミミズアナ

ゴ Scolecenchelys laticaudata (Ogilby, 1897)，ミサキウナギ

Scolecenchelys aoki (Jordan and Snyder, 1901)，サンゴミミ

ズアナゴ Scolecenchelys iredalei (Whitley, 1927)，およびノ

ドグロミミズアナゴ Scolecenchelys fuscogularis Hibino, Kai 

and Kimura, 2013が後者にそれぞれ含まれる（Hibino and 

Kimura, 2015；本村，2026）．

2024年 8月に高知県幡多郡大月町柏島から，サンゴミ

ミズアナゴに同定されるミミズアナゴ属魚類が 1個体採集

された．本種は紅海を含むインド・太平洋から広く報告さ

れているが，これまで国内における採集記録は三重県と鹿

児島県のみであった（Hibino and Kimura, 2015）．したがっ

て，本標本は本種の高知県からの初記録であり，国内にお

ける 3番目の産地となるため，ここに報告する．

材料と方法
標本の計数・計測方法は Hibino and Kimura (2015)に，

頭部側線系の名称は日比野ほか（2013）に，PAL，TV，

および PAVの和文表記には日比野・ざんくるす（2025）

にそれぞれしたがった．計測はデジタルノギスを用いて

0.01 mm単位までおこない，小数第 2位を四捨五入した．

脊椎骨の観察には軟 X線非破壊検査装置を，脊椎骨と頭

部神経感覚孔の計数および観察には，双眼実体顕微鏡をそ

れぞれ使用した．生殖腺の観察は右体側を部分的に開腹し

ておこない，卵巣卵は卵巣の一部を摘出し，直径 0.1 mm

以上のものを計測した．本研究で用いた略称は Hibino and 

Kimura (2015)，日比野ほか（2025），および日比野・ざん

くるす（2025）にしたがい，以下の通りである．全長：

TL（total length）；頭長：HL（head length）；眼窩間感覚管

孔：I（interorbital pore）；眼下感覚管孔：IO（infraorbital 

pores）；側線感覚孔：LL（lateral line pores）；下顎―前

鰓蓋感覚管孔：POM（preoperculo-mandibular pores）；眼

上感覚管孔：SO（supraorbital pores）；上側頭感覚管孔：

ST（supratemporal pores）；肛門前側線孔数：PAL（lateral-
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line pores before anus）；肛門前脊椎骨数：PAV（preanal 

vertebrae）；総脊椎骨数：TV（total vertebrae）．生鮮時の体

色は，固定前に撮影されたカラー写真に基づく．標本の作

製，登録，撮影，および固定方法は，本村（2009）にした

がった．本研究に用いた標本は，高知大学理工学部海洋生

物学研究室（BSKU）に保管されている．

Scolecenchelys iredalei (Whitley, 1927)

サンゴミミズアナゴ
（Figs. 1, 2; Table 1）

標本　BSKU 136982，166.3 mm TL，雌，高知県幡多郡

大月町柏島（32°46′12.5′′N, 132°37′38.2′′E），表層を遊泳中

に水汲みバケツで海水と共に採集，橘　皆希・小西隆之介・

森﨑茉優，2024年 8月 11日．

記載　計数形質と体各部の全長，頭長，および吻長に
対する割合を Table 1に示した．体は前後方向に細長く，

躯幹部はわずかに側扁した円筒形（Fig. 1）．尾部はやや強

く側扁し，後端に向かい次第に細くなる．体高は低い．尾

部長は肛門前長よりやや長い．頭部はやや小さく，吻端は

尖り，前方に突出する．頭長は吻長の 7.1倍．吻腹面に溝

はない．前鼻孔は下顎先端のほぼ直上に位置し，管状．後

鼻孔は眼の前端直下のわずかに前方に位置し，口の内側に

開口する．後鼻孔の外縁は皮弁で覆われる．眼はやや大き

く，眼の中心は上顎中央より後方に位置する．口は亜端位

で，口裂の後端は眼の後縁を越える．両顎と鋤骨上に円錐

Fig. 1. Fresh (A–C) and preserved (D) conditions of Scolecenchelys iredalei (BSKU 136982, 166.3 mm TL) from Kashiwa-jima is-
land, Kochi Prefecture, Japan. A, D: whole body; B: enlarged view around of head; C: enlarged view around tip of tail. PA, position 
of anus; DO, dorsal-fin origin.
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状歯があり，いずれも 1列．各歯は先端が尖るものからや

や鈍いものまでみられ，いずれも後方に湾曲する．上顎間

歯は半円形に配列し，広い歯帯を形成しない．口を閉じた

状態では，上顎歯は外部から確認されない．鰓孔は側中線

に位置し，開口部は小さい．頭部感覚管孔は明瞭で以下の

配置を示す（Fig. 2）：眼上感覚孔（SO）が 1 + 4個；眼下

感覚孔（IO）が 4 + 2個で，4個のうち前方の 2個が前鼻

孔と後鼻孔の間に，残りの 2個が眼窩下部にそれぞれ位置

する；下顎―前鰓蓋感覚孔（POM）は 4 + 3個（右体側

では 5 + 3個）；上側頭感覚孔（ST）は 2個と上側頭中央

部に 1個；眼窩間感覚孔（I）は 1個．体側の側線はよく

発達するが不完全で，体側中央を直走し，尾部先端のやや

前方で途切れる．側線管孔は側線終部まで明瞭．背鰭と臀

鰭は低い．背鰭起部は肛門の直上より後方に，臀鰭起部は

肛門の直後にそれぞれ位置し，肛門直上から背鰭起部直下

の水平距離は頭長の 53.2%（Fig. 1D）．尾鰭は小さいが明

瞭で，背鰭および臀鰭と連続し，後端はやや尖る．胸鰭は

ない．

色彩　生鮮時（Fig. 1A–C）―鰓嚢部を除く頭部，躯幹

部から尾部前部の側線より上部，および尾部後部の地色は

黄色みを帯びた淡褐色で，尾部後半部ではより鮮やかとな

る．鰓嚢部と躯幹部から尾部前部の側線より下部の地色は

白色半透明で，橙色点が散在する．鰓嚢部と肛門前部の白

色半透明域では血液の色彩が透過し，淡い赤色を呈する．

黒色素胞は躯幹部腹面を除きおおむね体全体に分布する；

密度は不均一で，躯幹部上部では高く，躯幹部下部や尾部

後半では低い．各鰭の地色は白色半透明で，尾鰭基底付近

のみ黄色みを帯びた淡褐色．各鰭に目立った模様はない．

本標本の臀鰭末端には負傷による血痕と推測される赤色斑

が散在する． 

固定後（Fig. 1D）―生鮮時の色彩は一様に退色し，全

体的に淡褐色となり，各部位の黒色素胞は残る．

分布　本種は紅海を含むインド・太平洋に広く分布し，
南アフリカ，エジプト，イスラエル，オーストラリア（タ

イプ産地），台湾，日本，フィジー諸島，およびトンガ諸

島から記録がある（Hibino and Kimura, 2015; Ho et al., 2015; 

Golani and Fricke, 2018）．そのうち，日本国内からは三重

県と鹿児島県（種子島・馬毛島間海域）から標本に基づき

報告され（Hibino and Kimura, 2015; Motomura, 2023；日比野，

2025），本研究により新たに高知県（柏島）で確認された．

備考　高知県産の本標本は，体が細長く後方で側扁す
る，前鼻孔が管状，後鼻孔が口の内側に開口し，外側が

皮弁で覆われる，眼の中心が上顎中央より後方に位置す

る，両顎歯が尖った円錐歯で 1列，上顎間歯が広い歯帯を

形成しない，鰓孔が側中線に位置し，開口部が小さい，眼

下感覚孔のうち，2個が前鼻孔と後鼻孔の間に位置する，

背鰭および臀鰭が尾鰭と連続する，尾端部の尾鰭が明瞭，

胸鰭をもたないことが，McCosker (2022)の定義したミミ

Table 1. Counts and measurements of Scolecenchelys iredalei.

This study Hibino and Kimura (2015)
BSKU 136982 Holotype n = 45

Total length (TL; mm)  166.3 162 89–200
Counts

Lateral-line pores before anus 59 — 52–59
Predorsal vertebrae 59 57 54–59
Preanal vertebrae 53 55 53–56
Total vertebrae 126 124 122–129

Measurements
As % of total length
Head length 8.4 9.1 8.4–10.0
Trunk length 39.0 38.0 34.0–40.0
Preanal length 48.0 47.0 44.0–49.0
Tail length 52.1 52.0 51.0–56.0
Body depth 1.7 2.0 1.7–2.5
Body width 1.2 1.3 1.1–1.9

As % of head length
Head depth 19.8 27.0 20.0–32.0
Head width 15.2 16.0 12.0–24.0
Anus to origin of dorsal fin 53.2 30.0 3.4–57.0
Eye diameter 6.8 7.9 5.4–8.6
Interorbital width 6.6 5.5 3.8–6.7
Snout length 14.0 12.0 11.0–18.0
Upper-jaw length 32.5 33.0 31.0–40.0
Mouth gape 28.0 21.0 21.0–28.0
Gill-opening length 5.0 4.5 2.0–6.2

As % of snout length
Eye diameter 48.2 67.0 32.0–60.0
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ズアナゴ属 Scolecenchelysに一致する．また，本標本は背

鰭起部が肛門中央より後方に位置することから，Hibino 

and Kimura (2015)の定義した Scolecenchelys gymnota種群

に含まれる．さらに，本標本は頭長が 8.4% TL，尾部長

が 52.1% TL，体高が 1.7% TL，肛門直上から背鰭起部直

下の水平距離が 53.2% HL，PALが 59，PAVが 53，TVが

126，吻が尖る，吻腹面に溝がない，口裂後端が眼窩後縁

直下を越える，両顎および鋤骨歯が 1列，眼後部に 2個の

眼下感覚管孔をもつなどの形質が，Whitley (1927)，Hibino 

and Kimura (2015)，日比野（2025），および日比野・ざん

くるす（2025）の示したサンゴミミズアナゴ S. iredaleiの

標徴と一致したため，本種に同定された．また，Hibino 

Fig. 2. Dorsal, lateral, and ventral views of head of Scolecenchelys iredalei (BSKU 136982, 166.3 mm TL), showing the dentition of 
cephalic sensory pores. I, interorbital pore; IO, infraorbital pores; LL, lateral line pores; POM, preoperculo-mandibular pores; SO, 
supraorbital pores; ST, supratemporal pores.
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and Kimura (2015)は本種の標徴として躯幹長を 34–38% TL

と示したが，Hibino and Kimura (2015: table 4)に記載され

た本種の変異幅は 34.0–40.0% TLであり，本標本の数値

（39.0% TL）はこの範囲内に含まれた．

本標本には発達した卵巣と直径 0.52–0.58 mmの卵が観

察された．卵巣を組織学的に検討していないものの，これ

らの特徴から本標本は性成熟の過程にある雌と判断した．

Hibino and Kimura (2015)で報告された本種の既知の最大全

長は 200 mmであるが，これまでに本種の成熟サイズに関

する知見はない．したがって，本標本は本種の成熟個体

としての初めての報告であり，少なくとも本種は全長 166 

mm以上で成熟すると考えられる．

本種の日本国内における記録は，Hibino and Kimura 

(2015)，Motomura (2023)，および日比野（2025）により報

告された三重県と鹿児島県（種子島・馬毛島間海域）から

のみであるため，高知県から得られた本標本は本種の同県

からの初記録であるとともに，国内における 3番目の産地

となる．本種は浅海性であり，ホロタイプがオーストラリ

ア北東沖（ケアンズ）のサンゴ礁付近の砂地から採集され，

その後の記録から岩礁性タイドプールや水深 60 mまで

のサンゴ礁に生息する（Whitley, 1927; Hibino and Kimura, 

2015）．本標本の採集地は，最浅部では水深 4 m，最深部

では 27 mに達する傾斜地を有し，巨礫帯と造礁サンゴ群

落が広がる海域に面している（神田，1999）．また，本標

本は漁港に設置された常夜灯に誘引され，水面付近を遊泳

していたところを採集された．このような事例は，同亜科

他属種のシラスミミズアナゴ Muraenichthys sibogae Weber 

and de Beaufort, 1916においても確認され，調査標本の中

に抱卵個体も含まれていた（日比野・木村，2016）．しか

し，ウミヘビ科魚類の繁殖生態に関する知見は極めて乏し

く（日比野・ざんくるす，2025），本種が産卵のため表層

を遊泳していたと断定できず，確認された外傷から衰弱し

ていた可能性もある．いずれの場合でも，本種の更なる生

態的知見の蓄積が望まれる．
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